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　ゲスト（利用者）と職員がセラピードッグを通して感じる癒しのひととき。
愛成苑介護職員の天

てんじん

神貴仁さん（左）と狐
きつねづか

塚江里未さん（中央）は、ゲストが
その人らしい生活を送れるよう寄り添う。その取り組みをかながわ高齢者
福祉研究大会で発表し、優秀賞を受賞した。
 【詳しくは12面へ】　〈撮影・菊地信夫〉

▶今月の表紙　 自宅でできたことを、施設でも



　子どもの貧困が社会的な課題となる中、子どもたちが生活する地域で子どもを支え
る活動が大切であることが実践から分かってきています。県内には、貧困の子どもも
そうでない子も対象とした「子ども・若者の居場所」が多くあり、子どもたちの育ち
を支えています。
　本会で実施している「子ども・若者の育ちや自立を支える協働事業」から見えてき
た子ども・若者支援の現状と今後の本会の取り組みについて報告します。

特
集

子ども・若者の課題を地域全体で受け止めるために
－子ども・若者の育ちや自立を支える協働事業の取り組みから－

本
事
業
が
始
ま
っ
た
き
っ
か
け

　

本
会
で
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
４
カ
年

に
わ
た
る
「
活
動
推
進
計
画
」
に
お
い
て

「
子
ど
も
・
若
者
の
育
ち
や
自
立
を
支
え
る

協
働
事
業
」（
以
下
、協
働
事
業
）を
新
た
に

立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
本
会
の
政
策
提
言
活
動
等
を

通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
で
あ
る「
子

ど
も
の
貧
困
の
連
鎖
の
防
止
」「
生
活
福
祉

資
金
『
教
育
支
援
資
金
貸
付
』
の
相
談
・

申
請
の
急
増
」「
社
会
的
養
護
の
も
と
で

育
っ
た
子
ど
も
の
自
立
が
困
難
な
現
状
」

の
３
つ
を
主
な
背
景
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
協
働
事
業
で
は
「
子
ど
も
・

若
者
の
自
立
と
育
ち
を
支
え
る
こ
と
」
を

地
域
の
福
祉
課
題
と
し
て
捉
え
、
特
定
の

状
況
に
あ
る
子
ど
も
に
限
ら
ず
、
地
域
全

体
の
子
ど
も
・
若
者
を
支
え
る
こ
と
、
ま

た
、
子
ど
も
の
課
題
か
ら
地
域
全
体
の
つ

な
が
り
・
支
え
合
い
の
輪
を
広
げ
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
実
施
に
あ

た
っ
て
は
、（
Ｎ
）よ
こ
は
ま
地
域
福
祉
研

究
セ
ン
タ
ー
、（
福
）神
奈
川
県
共
同
募
金

会
と
三
者
協
働
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

同
時
に
、
子
ど
も
が
安
心
し
て
過
ご
す

居
場
所
づ
く
り
の
普
及
・
推
進
を
目
指
す

県
の
「
子
ど
も
・
青
少
年
の
居
場
所
づ
く

り
推
進
事
業
」
を
受
託
し
、
両
方
の
事
業

を
連
動
さ
せ
な
が
ら
実
施
し
て
き
ま
し

た
。
四
者
で
協
働
す
る
た
め
に
、
事
業
の

方
向
性
も
含
め
打
合
せ
で
確
認
し
な
が
ら

行
っ
て
い
ま
す
。

見
え
て
き
た
居
場
所
の〝
い
ま
〞

　
「
寂
し
さ
が
見
え
隠
れ
す
る
子
。
み
ん
な

で
一
緒
の
〝
学
習
会
＋
ご
は
ん
〞
は
、
子

ど
も
の
心
の
受
け
皿
に
な
っ
て
い
る
と
思

う
」、「
制
度
で
は
対
応
で
き
な
い
こ
と
で

も
居
場
所
で
受
け
止
め
る
こ
と
で
、
子
ど

も
の
生
活
が
変
わ
っ
て
く
る
」。
事
例
集
等

の
発
行
に
向
け
た
取
材
の
中
で
聞
か
れ
た

言
葉
で
す
。

　

居
場
所
の
様
子
や
支
援
者
の
声
か
ら
、

子
ど
も
・
若
者
の
居
場
所
に
お
け
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
重
要
性
が
見
え

て
き
ま
し
た
。
支
援
者
と
子
ど
も
、
子
ど

も
同
士
、
支
援
者
同
士
、
そ
れ
ぞ
れ
信
頼

関
係
が
育
ま
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
し

ま
す
。
ま
た
、
課
題
が
出
て
き
た
時
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
基
本
に
、
支
援
者

と
し
て
で
き
る
こ
と
、
や
る
べ
き
こ
と
を

話
し
合
い
、
活
動
を
進
め
て
い
る
こ
と
も

分
か
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
今
年
度
作

成
の
事
例
集
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

編
」
と
し
て
、
支
援
者
と
子
ど
も
や
、
支

援
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も

ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
て
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
次
の
テ
ー
マ
は
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」。
協
働
事
業
の
中
で
、
居
場
所
が
も
つ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
、
次
の
３
つ
が
あ
り
、

こ
れ
を
生
み
出
し
活
か
し
て
い
る
こ
と
が

見
え
て
き
ま
し
た
。

〇 

子
ど
も
・
若
者
等
、
個
別
の
対
象
へ
の

支
援
を
行
う
た
め

〇
活
動
団
体
の
継
続
発
展
の
た
め

〇
活
動
団
体
の
地
域
力
を
高
め
る
た
め

　

11
月
の
第
３
回
フ
ォ
ー
ラ
ム
も
、「
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
。
居
場
所

〈協働事業の目標〉
① 「子ども・若者の育ちと自立を支える取組みの必要性」
と「支援する大人に求められる視点」を学識者の言葉や
統計データ、実践者の取り組みから発信すること
② 実践者への取材を通し、新たな活動と課題を掘り起こす
こと
③ 実践者・取り組みのゆるやかなネットワークを形成すること
〈実施している内容〉
● 課題や取り組みを共有する冊子「子ども・若者の居場所
づくりガイド」「子ども・若者の居場所づくり事例集」の
発行、「子ども・若者の居場所づくりフォーラム」開催
を毎年実施
● ２年間で23ヵ所の居場所を実際に訪れ、ガイドや事例集
を作成
● 同じ年に作成のガイドと事例集は、共通のテーマを設定
し作成
□ガ イ ド： 県の子ども・若者支援方針、子ども・若者

の現状についてデータ紹介、居場所実践者
からの寄稿など（※）

□事 例 集： 居場所実践者へのインタビューで活動をあ
りのままに紹介。写真を多く使い、活動の
様子が伝わるようにするとともに、「活動
の自己評価」や「活動のプロセス」を図で
視覚的に表現していることも特徴

□フォーラム： 基調講演や事例報告、ワークショップで構
成。ガイド等の作成で把握された課題や、
先駆的な活動について、支援者同士の情報
交換やつながりの場として開催（※）

ガイドと事例集は、本会ホームページより閲覧できます
　URL http://www.knsyk.jp/s/shiru/seisyounen.html

※県委託事業
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に
と
っ
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
必
要
性
を

確
認
す
る
と
と
も
に
、
構
築
・
活
用
方
法

に
つ
い
て
情
報
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
月
発
行
す
る
ガ
イ
ド
も
、「
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
い
ま
す
。
３

つ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
居
場
所
に
あ
る
こ

と
で
、
子
ど
も
・
若
者
へ
の
よ
り
豊
か
な

個
別
支
援
に
つ
な
が
り
、
そ
の
個
別
支
援

が
さ
ら
に
地
域
づ
く
り
へ
つ
な
が
っ
て
い

く
循
環
を
伝
え
て
い
く
予
定
で
す
。

本
会
会
員
の
取
り
組
み

　

で
は
、
実
際
に
子
ど
も
た
ち
が
暮
ら
す

地
域
で
は
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
あ
る

の
か
、
市
町
村
域
で
の
取
り
組
み
と
し
て

座
間
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
よ
り
小
さ
な

子
ど
も
の
生
活
圏
域
で
の
取
り
組
み
と
し

て（
福
）東
の
会（
４
面
）を
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
座
間
市
社
会
福
祉
協
議
会
■

　

座
間
市
社
協
で
は
、
地
域
福
祉
活
動
計

画
に
お
い
て
「
だ
れ
も
が
安
心
で
き
る
居

場
所
づ
く
り
」
と
し
て
、
地
域
サ
ロ
ン
と

子
ど
も
食
堂
が
各
地
区
に
設
置
さ
れ
る
こ

と
を
目
標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

き
っ
か
け
は
、
平
成
27
年
度
の
地
域
福

祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
貧
困
を
テ
ー
マ
と
し
た

こ
と
で
し
た
。
分
科
会
「
子
ど
も
食
堂
が

支
え
る
子
ど
も
の
未
来
」
で
は
参
加
者
も

多
く
、
活
発
な
情
報
交
換
や
連
絡
先
の
交

換
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
次

の
年
に
は
「
座
間
子
ど
も
食
堂
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
が
開
催

さ
れ
、
子
ど

も
食
堂
の
実

践
者
や
協
力

し
た
い
人
な

ど
が
集
い
、

情
報
交
換
を

行
う
場
へ
と

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
多
く
の
課
題
が
あ
り
、
子
ど

も
食
堂
の
立
ち
上
げ
に
は
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
こ
で
、
ま
ず
子
ど
も
の
育
ち
の

課
題
な
ど
を
地
域
の
人
た
ち
に
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
と
、「
子
育
て
サ

ポ
ー
タ
ー
育
成
事
業
」
に
着
手
し
ま
し
た
。

■
子
育
て
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
事
業
■

　

初
級
編
、
中
級
編
、
上
級
編
の
講
座
を

平
成
29
年
度
よ
り
順
次
開
始
し
、
交
流
会

も
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
交
流
会
で
子

ど
も
の
育
ち
を
応
援
し
た
い
人
同
士
を
つ

な
げ
、
講
座
で
子
ど
も
食
堂
な
ど
の
取
り

組
み
を
紹
介
、
支
援
者
の
す
そ
野
を
広
げ

つ
つ
、
活
動
上
の
課
題
解
決
の
ヒ
ン
ト
を

得
る
仕
組
み
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
居
場
所
の
立
ち
上
げ
や
既
存
の
活
動
支

援
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

毎
年
講
座
に
参
加
す
る
人
も
多
く
、
参

加
者
か
ら
は
「
今
の
子
ど
も
の
現
状
や
課

題
を
知
っ
た
」「
自
分
で
で
き
る
こ
と
が
何

か
な
い
だ
ろ
う
か
」
な
ど
の
声
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
の
登
下
校
中

の
見
守
り
や
障
害
児
へ
の
関
わ
り
が
あ
る

人
な
ど
、
子
ど
も
と
の
関
わ
り
を
持
つ
人

が
多
い
こ
と
も
把
握
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
「
子
ど
も
に
関
わ
り
た
い
と

い
う
漠
然
と
し
た
思
い
を
形
に
す
る
サ

ポ
ー
ト
が
ほ
し
い
」「
学
校
と
の
連
携
に
お

い
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
と
の
話
し
合
い
の
場

が
ほ
し
い
」
と
い
う
要
望
も
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

お
話
を
伺
っ
た
同
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
の
山
角
直
史
さ
ん
は
「
地
域
の

方
が
子
ど
も
と
の
関
わ
り
を
多
く
持
っ
て

い
る
こ
と
が
把
握
で
き
た
の
も
、
子
育
て

サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
事
業
の
結
果
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
ま
ず
子
ど
も
の
現
状
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要

と
よ
り
強
く
感
じ
ま
す
。
社
協
に
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
希
望
で
登
録
し
て
い
る
方
も

多
く
、
そ
う
い
う
方
々
と
も
今
後
は
連
携

し
実
践
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

座
間
市
社

協
の
取
り
組

み
に
よ
り
、

子
ど
も
の
育

ち
の
課
題
へ

の
理
解
が
進
み
、
新
し
い
活
動
が
立
ち
上

が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

本
会
の
今
後
の
取
り
組
み

　

現
在
、
子
ど
も
食
堂
の
数
は
３
０
０
０

を
超
え
る
と
言
わ
れ
、
こ
の
３
年
ほ
ど
の

間
に
急
増
し
ま
し
た
。
子
ど
も
食
堂
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
特
徴
や
立
ち
上
げ
た
団

体
の
思
い
に
よ
り
、
多
様
な
居
場
所
が
存

在
し
て
い
る
こ
と
も
把
握
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

経
済
的
な
貧
困
だ
け
で
な
く
、
関
係
性

の
貧
困
に
よ
り
、
子
ど
も
・
若
者
の
育
ち

や
自
立
が
厳
し
い
状
況
に
あ
る
中
、
子
ど

も
食
堂
や
学
習
支
援
な
ど
の
居
場
所
は
、

子
ど
も
た
ち
の
自
己
肯
定
感
を
育
み
、
人

生
の
選
択
肢
を
増
や
す
可
能
性
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
が
自

分
ら
し
く
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所

は
、
支
援
者
や
地
域
の
人
に
と
っ
て
も
価

値
あ
る
場
所
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き

ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
課
題
か
ら
地
域
全
体
の
支
え

合
い
を
目
指
し
、
今
後
も
本
会
と
し
て
情

報
提
供
や
支
援
者
同
士
が
出
会
う
機
会
を

生
み
、
ゆ
る
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

子育てサポーター育成事業の
講座当日の様子

サポーター育成事
業を担当している
山角さん

座間市社協：子育てサポーター育成事業のイメージ図

市社協 市民

ボランティア
登録

育てる 広げる 伝える

事業体A

NPO団体

ボランティア
サークル

交流会

研修会

助成金

新規事業
or

未設置区域への新設
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　２月17日（日）は、スパゲッティミートソースにサラ
ダ、デザートはフルーツポンチにチョコフォンデュ。
前回の子ども食堂で子どもたちからリクエストされた
メニューです。もうすぐ桃の節句なので、レクリエー
ションではみんなでおひなさまの工作をしました。

　（福）東の会では、社会福祉法人として地域貢献活動
を模索してきました。「この地域は大きな団地が周辺
に複数あり、単身や夫婦のみの高齢世帯も多くなって
います。また施設は子どもにとっても安全な場所。何
かあったら飛び込んで来てもらいたい。学校や塾だけ
ではなく、子どもらしくいられる場所を作りたかった」
と栄養課管理者である駒崎万寿子さん。地域の高齢者
も子どもも安心して過ごし、食事のできる場所「みた
け子ども食堂」を（福）東の会で運営している特別養護
老人ホームみたけで平成28年８月から始めました。
　毎月１回開催し、参加は子どもと高齢者がほぼ半
数。回を重ねる中で、小学生の女の子が「おばあちゃ
んと親友なの」といつも隣に座ったり、高齢の男性と
小学生の男の子が一緒に工作をする様子が自然と見ら
れるようになりました。いちごが大好きな３歳の女の
子に高齢の女性がいちごを渡し、それを母親が笑顔で
見ている姿もあります。施設の中は広く、子どもが動

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0045　横浜市神奈川区神奈川２－８－８ 第一川島ビル
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1528

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。
防犯カメラや新型ＡＥＤも
取扱っております。

一般家庭から大型ビルまで最新の
エレクトロ技術により皆様の安心
と安全を提供致します。防犯カメ
ラや新型【ＡＥＤ】も取扱ってお
ります。

社会福祉法人の取り組み社会福祉法人の取り組み
～（福）東の会特別養護老人ホームみたけの～（福）東の会特別養護老人ホームみたけの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「みたけ子ども食堂」「みたけ子ども食堂」

き回っても安全
です。
　取り組みを始
めて半年後のア
ンケートでは、「工作が楽しい！」と子どもたちに大人
気。高齢の参加者からは「食事もだけど、子どもとの
交流が何よりも楽しみ」という声が多くありました。
「プログラムを縮小しようかと思っていましたが、そ
のまま継続することにしました」と駒崎さんは笑顔で
話します。
　時には、高齢の参加者から生活への不安が寄せられ
ることもあり、地域包括支援センターの職員も手伝い
ながら様子を見に来るなど、関係機関の関わりも出て
きています。アレルギーのある子どもの親からは「管
理栄養士がいる食堂だから安心して参加させられる」
との声もありました。
　衛生的で安全なスペースや設備がそろっているこ
と、「地域の人から慈しまれる体験は、子どもの育ちに
大事なこと」と話す駒崎さんの
ような、地域の子どもへまなざ
しを向ける専門職がいることが
社会福祉法人の強みと言えま
す。これからも「みたけ子ども
食堂」の子どもの育ちを支える
取り組みに期待しています。

子ども食堂の様子（左）と
みんなで作ったおひなさ
ま（上）

みたけ子ども食堂を運営している栄養課スタ
ッフのみなさん（中央が駒崎さん）

（福）東の会　特別養護老人ホームみたけ
〒252－0254　相模原市中央区下九沢980
TEL 042－700－0277　FAX 042－700－0288
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－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei.co.jp
URL http://www.yasue-sekkei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

子どもの居場所　楽らくキッズ

私たちは地域の「子育て応援団」です
～児童委員、主任児童委員活動から～

●何をするの？
　工作・ゲーム・遊びを通して心を開き、学習
意欲の向上を図ります。
●誰がするの？
　楽らくキッズ運営スタッフ（８名）、地域ボラ
ンティア、学生ボランティア
●場所は？
　サポートセンター楽らくと相模台公民館
●活動頻度は？
　毎月第２・第４土曜日の午後１時～３時
●ボランティア募集
　募集チラシを自治会で回覧、相模原市と町田
市にある大学へ呼びかけ
●「楽らくキッズ」説明会
　説明会を開催し、15名のボランティア登録が
ありました。

　開所に向けた今後
の活動として、楽ら
くキッズを地域の子
どもたちに広く知っ
てもらうために、小
学校へ周知依頼など
を行っていきます。

相模原市相模台地区
民生委員児童委員協議会

　楽らくキッズは「サポートセンター楽らく」
の事業として、平成31年４月に開所します。サ
ポートセンター楽らくは、相模台地区社協が運
営する地域の福祉課題解決のための活動拠点。
民生委員・児
童委員はこの
活動の中心的
役割を担って
います。今回
紹介する子ど
もたちへの学
習支援の取り組みは、児童委員、教師経験者、
元ＰＴＡ役員、公民館子ども指導員経験者など
で構成する「子どもの居場所プロジェクト」
チームを中心に進めています。
　子どものために何をするのか、熱心に議論を
重ね、以下のように決めました。

●どんな場所？
　子どもたちが安心して気軽に立ち寄れる、リ
ラックスできる、認められ必要とされる、自己
肯定感を味わえる場所。
●誰のための場所？
　勉強が苦手で自信がない、人間関係が上手く
できない、家に閉じこもりがち、学校に居場所
がないと感じている小学生のための場所。

サポートセンター楽らくの外観

楽らくキッズのチラシ

5
第808号　福祉タイムズ　2019.3.15



介
護
現
場
の
未
来
に
、ロ
ボ
ッ
ト
の
力
を

　
　
　

 

―
神
奈
川
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

外
国
人
政
策
と
か
な
が
わ
の
多
文
化
社
会
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
る

 

―（
公
財
）か
な
が
わ
国
際
交
流
財
団
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

　

介
護
人
材
不
足
が
喫
緊
の
課
題
と
な

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
打
ち
出
さ
れ

る
中
、
対
応
策
の
一
つ
と
し
て
「
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
月
19
日
、
ウ
ィ
リ
ン
グ
横
浜（
横
浜

市
港
南
区
）に
て
、神
奈
川
介
護
ロ
ボ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
。
厚
生
労
働
省

の
福
祉
用
具
・
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
実
用
化

支
援
事
業
の
一
環
と
し
て
、（
公
社
）か

な
が
わ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
振
興
会
の
主
催

で
行
わ
れ
、
約
１
０
０
人
を
超
え
る
関

係
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
最

新
の
介
護
ロ

ボ
ッ
ト
が
集
結
。

利
用
者
の
話
し

相
手
に
な
れ
る

人
形
型
の
ロ
ボ

（
画
像
・
上
）、

入
浴
介
助
用
の
リ
フ
ト
な
ど
の
よ
う
に
力

仕
事
を
助
け
る
ロ
ボ
な
ど
が
並
ぶ
中
、
目

立
っ
た
の
が「
見
守
り
セ
ン
サ
ー
」で
す
。

　
ベ
ッ
ド
の
重
み
で
離
床
を
察
知
す
る
も

の
、カ
メ
ラ
等
を
使
っ
て
個
室
入
居
者
の

異
変
察
知
を
行
う
も
の
な
ど
種
類
は
多

岐
に
わ
た
り
、
そ
れ
ら
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
、
パ
ソ
コ
ン
と
連
動
し
て
い
ま
す
。
通

　

２
月
24
日
、（
公
財
）か
な
が
わ
国
際
交

流
財
団
が
主
催
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
神

奈
川
韓
国
会
館（
横
浜
市
神
奈
川
区
）で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
外
国
人
政
策
と
多
文
化

社
会
の
未
来
〜
か
な
が
わ
で
共
に
生
き
て

い
く
た
め
に
〜
」。
国
士
舘
大
学
教
授
の

鈴
木
江
理
子
さ
ん
に
よ
る
報
告
「
改
定

出
入
国
管
理
法
施
行
と
多
文
化
社
会
の

今
後
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
国
が
行
っ
て
き

た
施
策
や
統
計
の
推
移
を
俯
瞰
的
に
整

理
し
な
が
ら
、４
月
施
行
と
な
る
施
策
案

に
は
異
な
る
文
化
的
背
景
を
受
け
止
め

る
視
点
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
等
を
問
題

提
起
さ
れ
ま
し
た
。

　

事
例
紹
介
で
は
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を

許
さ
な
い
か
わ
さ
き
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
務
局
等
に
所
属
し
な
が
ら
民
族
差
別

撤
廃
運
動
を
続
け
る
山
田
貴
夫
さ
ん
、

信
の
記
録
や
各

端
末
か
ら
の
操

作
で
介
護
記
録

を
取
る
こ
と
も

で
き
、
施
設
職

員
の
業
務
効
率

化
に
着
目
し
た

最
新
シ
ス
テ
ム

（
画
像
・
右
）が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
展
示
会
だ
け
で
な
く
、
県
が

実
施
し
て
い
る
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支

援
事
業
や
介
護
・
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

普
及
推
進
協
議
会
が
行
っ
て
い
る
支
援

を
紹
介
。
さ
ら
に
、
す
で
に
ロ
ボ
ッ
ト
を

使
用
し
て
い
る
法
人
や
施
設
の
事
例
紹

介
を
行
う
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
開
催
。
開

発
メ
ー
カ
ー
や
介
護
施
設
の
方
々
が
登

壇
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点
か
ら
、
導
入
に

あ
た
っ
て
の
現
場
の
声
を
伝
え
ま
し
た
。

　

導
入
価
格
の
他
、
職
員
が
使
い
こ
な

せ
る
か
ど
う
か
、メ
ー
カ
ー
が
現
場
ニ
ー

ズ
を
正
確
に
拾
え
て
い
る
の
か
な
ど
課

題
が
あ
が
る
反
面
、
介
護
職
員
へ
の
負

担
軽
減
や
利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

な
ど
、
ロ
ボ
ッ
ト
た
ち
の
今
後
の
可
能

性
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

難
民
申
請
者
の
社
会
参
加
と
エ
ン
パ
ワ

メ
ン
ト
を
目
指
す（
Ｎ
）Ｗ
Ｅ
Ｌｇ
ｅｅ
代

表
の
渡
部
清
花
さ
ん
、（
Ｎ
）多
文
化
共
生

教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
か
な
が
わ
の
若
者
交

流
事
業
担
当
理
事
の
山
根
俊
彦
さ
ん
か

ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

出
入
国
管
理
法
の
動
向
が
注
目
さ
れ

る
中
、
３
人
は
す
で
に
国
内
、
県
内
で
学

び
、
働
き
、
暮
ら
す
、
外
国
に
ル
ー
ツ
の

あ
る
人
々
と
の
関
わ
り
や
困
難
と
向
き

合
っ
て
き
た
事
例
か
ら
課
題
提
起
。
日
本

社
会
、
職
場
や
学
校
等
の
環
境
に
溶
け

込
ん
で
も
ら
お
う
と
す
る
視
点
だ
け
で
は

な
く
、
多
数
派
に
身
を
置
く
人
々
こ
そ

が
、
少
数
派
と
さ
れ
る
人
々
が
持
つ
魅
力

や
抱
え
る
困
難
を
理
解
し
、
主
体
的
に

生
き
る
こ
と
へ
の
気
付
き
を
得
る
必
要
性

を
訴
え
ま
し
た
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

報告する講師の鈴木さん（①）と、事
例を紹介する山田さん（②）、渡部さ
ん（③）、山根さん（④）

②

③

④

（一社）グローバル教育推進プロジェ
クト代表理事の辰野まどかさん、
（Ｎ）かながわ外国人すまいサポート
センターの柳晴実（りゅ・ちょんし
る）さんも加えての質疑応答の様子

①
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地
域
で
育
ち
、
地
域
で
暮
ら
す
発
達
障
害
児
・
者
へ
の
支
援

 

―（
福
）青
い
鳥　

第
４
回
発
達
障
害
者
支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

平成31年1月26日～平成31年2月25日

●児童虐待死を受け児相介入強化へ
　子どもの虐待死を防げなかったことを
受け、厚生労働省は児童相談所が子ども
を保護する「介入」の機能を強化する方
針を固めた。また、横浜市は４月から中
央児童相談所に弁護士１人を常駐させ
る。市によると、児相の相談現場で弁護
士の法律知識が必要な場面が増えている。

●箱根町、長期休みに配食支援
　箱根町は2019年度から、小中学生を対
象に配食サービスを始める。給食のない
夏休みなどの間食事を十分にとれない子
どもたちを支援するため、配食業者が子
どもたちの見守りを兼ねて、自宅に弁当
を配達する。業者が異変を感じた場合は
町に連絡、町は家庭訪問を行う。

●精神障害者の県内バス運賃割引促進へ
　黒岩祐治知事は18日、精神障害者を対
象にしたバス運賃の割引について2019年
度からの「かながわ障がい者計画」に割
引の導入拡大を図ると明記し、事業者に
対しさらなる働きかけを行うと発表した。

●相模原市に県内３校目の夜間中学新設へ
　相模原市は、公立夜間中学を市内に新
設する方針を固めた。横浜、川崎に続く
県内３校目となる。市は１月に入学対象
の市民向けにアンケートを実施。100人
から回答があり、半数近い47人が夜間中
学入学を希望すると答えていた。

●小田原市でパートナー制度導入
　小田原市は、性的少数者（LGBTなど）
のカップルをパートナーとして認める
「パートナーシップ制度」を４月から導
入すると発表した。県内では横須賀市に
次いで２例目。市営住宅の申し込みや市
立病院の対応などの環境も整える方針。

　

２
月
23
日
、（
福
）青
い
鳥
の
主
催
で
当

事
者
、
保
護
者
、
教
育
・
福
祉
関
係
者

を
対
象
に
第
４
回
発
達
障
害
者
支
援

フ
ォ
ー
ラ
ム
が
関
内
ホ
ー
ル（
横
浜
市
中

区
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
は
、フ
リ
ー
ラ
ン
ス
児
童
精

神
科
医
の
門
眞
一
郎
さ
ん
が
登
壇
。
Ｐ
Ｅ

Ｃ
Ｓ（
以
下
、
ペ
ク
ス
）に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。
ペ
ク
ス
と
は
絵
カ
ー
ド
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
こ
と
で
、
言
葉
や
自
発
的

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
十
分
に
と
れ
な

い
方
な
ど
が
年
齢
や
障
害
問
わ
ず
利
用

で
き
ま
す
。
絵
カ
ー
ド
を
手
渡
す
こ
と
で

意
思
表
示
で
き
、
自
発
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
教
え
た
り
、
相
手
を
意
識

し
た
や
り
と
り
で
信
頼
関
係
を
築
く
こ
と

が
で
き
る
な
ど
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

今
は
ペ
ク
ス
の
ｉ
Ｐａ
ｄ
用
ア
プ
リ
が

あ
り
、
千
枚
以
上
の
絵
カ
ー
ド
が
搭
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
自
閉
症
の
方
が
コ
ン
ビ

ニ
で
、
端
末
を
使
っ
て
店
員
さ
ん
に
意
思

を
伝
え
る
様
子
は
自
然
な
会
話
を
し
て

い
る
よ
う
で
し
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
か
な
が
わ
地
域

活
動
ホ
ー
ム
ほ
の
ぼ
の
の
管
理
者
の
寺
田

純
一
さ
ん
、
横
浜
市
自
閉
症
児
・
者
親
の

会
会
長
の
中
野
美
奈
子
さ
ん
、
川
崎
西

部
地
域
療
育
セ
ン
タ
ー
所
長
の
柴
田
光

規
さ
ん
が
登
壇
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
―
タ
ー
を

務
め
た
横
浜
市
中
部
地
域
療
育
セ
ン

タ
ー
所
長
の
高
木
一
江
さ
ん
か
ら
の
「
当

事
者
が
地
域
と
つ
な
が
り
き
れ
な
い
の
で

は
」
と
の
問
い
に
、
寺
田
さ
ん
は
「
社
会

資
源
が
多
す
ぎ
て
、
当
事
者
自
身
が
戸

惑
う
の
で
、
分
か
り
や
す
く
整
理
し
て
情

報
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
」。
当
事
者
の

視
点
か
ら
中
野
さ
ん
は
「
支
援
す
る
側

が
障
害
に
理
解
が
な
い
と
相
談
し
て
も
問

題
解
決
に
な
ら
な
い
」。
医
療
面
か
ら
柴

田
さ
ん
は
、「
周
囲
の
人
と
目
指
す
共
通

点
に
つ
い
て
話
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
」

と
答
え
、
共
生
や
支
援
に
あ
た
っ
て
の
課

題
提
起
を
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

♨ 先代から続くあったかいお風呂と福祉活動～日栄浴場～ ♨
　

薬
湯
と
サ
ウ
ナ
が
好

評
の
日
栄
浴
場
は
開
業

し
て
半
世
紀
以
上
の
老

舗
。
昭
和
レ
ト
ロ
漂
う

あ
っ
た
か
い
場
所
で
す
。
長
年
に
渡
り
、

と
も
し
び
基
金
へ
ご
寄
附
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　
「
先
代
で
あ
る
父
は
地
域
活
動
に
積
極

的
で
、
寄
附
活
動
等
も
行
っ
て
い
ま
し

た
。
私
た
ち
も
父
の
意
思
を
受
け
継
ぎ
、

い
つ
も
利
用
さ
れ
て
い
る
お
客
さ
ま
へ

の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
」と

語
る
の
は
、
姉
弟
の
代
表
取
締
役
の
宮

川
雅
光
さ
ん
と
経
理
担
当
の
伊
藤
弘
美

さ
ん
。

　

日
栄
浴
場
で
は
高
齢
の
方
か
ら
障
害

の
あ
る
方
、
外
国
の
方
な
ど
た
く
さ
ん

の
利
用
が
あ
り
、
人
と
人
と
の
出
会
い
、

市
民
の
つ
な
が
り
、
憩
い
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
数
年
前
か
ら
は
オ
ス
ト
メ

イ
ト
の
方
の
利
用
も
あ
り
、
理
解
促
進

と
協
力
を
得
る
た
め
、館
内
に
ポ
ス
タ
ー

を
掲
示
し
啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

お
客
さ
ま
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
、

大
き
な
お
風
呂
で
ゆ
っ
く
り
温

ま
っ
て
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
っ

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
願
い
を

込
め
て
、
こ
れ
か
ら
も
や
さ
し

く
て
あ
っ
た
か
い
場
所
は
続
い

て
い
き
ま
す
。

 

（
地
域
福
祉
推
進
担
当
）

宮川さん（中央）と伊藤さん
（右）へ感謝状を贈呈

（有）日栄浴場
〒252‒0312　相模原市南区相南４‒１‒25
☎042‒742‒2876
午後３時～午後10時（日曜日は午前10時～）
定休日：月曜日

7
第808号　福祉タイムズ　2019.3.15



❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 

❖「かっこよさが大切」のケア
　若年性認知症は64歳以下で発症するものと言われて
います。若いから高齢者のそれとは、根本的な部分
で、かなり考え方が違うことに気が付きました。
　認知症だけでなくどんな障害でも、当事者となった
本人やその家族、特に介護や支援をする立場の方はな
おさらですが、身の回りのものすべてに機能的な効果
の高いもの、障害者向けのものを求めてしまうようで
す。
　食事には、先割れスプーンとか、怪我しないように
シリコン製とか、食べこぼしのためにはエプロン、し
かもこぼれキャッチのエプロンなど。車いすも移動す
ることを重視したものに乗せてしまいがちです。確か
に機能は重要です。
　50歳代で認知症状がどんどん進んだ妻は、朝、私が
用意した衣類を上手に着られなくなってしまいまし
た。でも比較的スムーズに着られる時もあるのです。
そんな時は必ず「決まってるぅ」の衣類、ピンクの下
着に花柄の派手なシャツ。つまりカッコイイんです。
ちょっとくずれていても、本人にはお気に入りなんで
しょう。
　機能は大事、でも「かっこよさ」はそれ以上に大事
という時代が来ています。私だったら「電飾で飾って
ない車イスなんて使えない！」って言います。

❖あらゆる分野で活用される
　ユニバーサルデザイン
　ユニバーサルデザイン（ＵＤ）は「年齢、性差、障害
の有無にかかわらず誰にも優しく、利用できるデザイ

◎ このコーナーでは、子育てや障害、認知症・介護当事者の目線から、普段の暮らしに役立つ「おすすめ」なものを紹介します。

ン」。しかも、デザインとして優れていることが重要
です。
　シャンプーのボトルやキャップにあるギザギザなど
は、同じ形に見えるリンスにはありません。お風呂の
湯気の中でフツーの人にも視覚に不自由がある人に
も、その区別が分かりやすいデザインになっていてＵ
Ｄの典型です。この考え方は工業製品、建物、交通、
道路、福祉、医療、教育などあらゆる分野で活用され
ています。

❖自作ユニバーサルデザイン
　私たちの生活でもＵＤを活用したらどうでしょう？
ＵＤというと製品などのハードを考えがちですが、ソ
フトにもＵＤです。「だれにもやさし
い」「ほほえましい」「ほのぼのとする」
などがキーワード。
　まず始めに「笑顔」。これが基本で
す。ＵＤですから作り笑いで結構。認
知症の人を含めて家族みんながやさし
い気持ちになれる笑顔を、鏡を見ながら作れるように
なりましょう。
　次に「歌」です。鼻歌でほのぼのとする歌を歌って
みましょう。たまには、カラオケはいかが？高得点を
競うのではなく、ＵＤらしく、ゾロ目カラオケ。88
点、77点、66点のようにゾロ目の点
数を出すことを楽しみにしてみる
と、鼻歌ぐらいの人も参加できます。
　こんな方法でＵＤを活用しましょ
う。介護も楽になったり、楽しく
なったりしそうです。

　「妻が49歳の時に『若年性アルツハイマー病』
と診断を受け、以来17年にわたって家庭での生
活を中心に面倒をみてきました。近所の方々に
は診断後かなり早めにカミングアウトし、何か
あったら手助けや支援をお願いしたのですが、
ほとんどの方は『フツーじゃん』の反応です。
妻自身も、『フツーだよ』を気持ちの上では持ち
続けていて、病気や障害を認めていないようで
す。しかし病気の進行に伴って家族にとっては
深刻な問題を抱えるようになり、対応に追われ
てしまう毎日が続くようになりました」
　そう語る会員が、実体験をもとに紹介します。

「ユニバーサルデザインのすすめ

〈連絡先〉
〒212－0016　川崎市幸区南幸町１－31 グレース川崎203号
☎＆FAX 044－522－6801
毎週（月）（水）（金）午前10時から午後４時

今月は
 ⇨ 認知症の人と家族の会神奈川県支部

　がお伝えします !

　認知症の人と家族の会は1980年に、神奈川県支部は
1981年に発足。以来今日まで、介護家族の集い、電話
相談、会報の発行、啓発活動、調査研究、行政への要
望などを行ってきました。

♪　♪
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　福祉最前線
̶現場レポート̶

◎ このコーナーでは県内各地の福祉関連の
当事者・職能団体等の方々から日ごろの
取り組みをご寄稿いただきます。

　平成30年からの介護保険法等の一部改正により創設さ
れた共生型サービスを先駆的に取り組むために「共生
サービスセンター暖館（あったかん）」として昨年４月三
浦市小網代に新施設を開設しました。暖館では高齢者の
デイサービス、児童発達支援事業（放課後等デイサービ
ス）、障害者デイサービスを実施し、それぞれの利用者が
相互に利用できるような仕組みをとっています。これに
よって障害児者が理学療法士らによる専門性の高いリハ
ビリを受けられるようになり、高齢者と子どもたちとの
交流機会が日常的に持てるようにもなっています。
　開館してから１年近く経ちますが、これまで３つの事
業所が合同となって、スイカ割り、盆踊り大会、ハロ
ウィンパーティーなどさまざまな行事を行ってきまし
た。また日常的にも事業所の壁を越えてさまざまな場面
で交流を図っています。相互交流を図る中で新たな発見
がたくさんありました。
　いつも難しい顔をしている高齢者デイサービスの利用

者さんが子どもと接することにより今まで見たことがな
いようなほころんだ表情になったり、また、普段無口な
障害者デイサービスの利用者さんが子どものことを気に
かけて積極的に話しかけてきてくれる様子などもありま
した。
　子どもたちの様子にも変化がみられました。反抗期で
スタッフに対しては攻撃的な言葉遣いをしている児童が
高齢の方と接する時にはとても気遣いをしている様子が
ありました。カード遊びをしている時、高齢の方が取り
やすいようヒントを与えてあげたり、風船バレーを一緒
にやった際には相手が取りやすいようやさしく打ってあ
げたりなど、普段は見られない様子を垣間見ることも
多々あり、スタッフにとっても子どもたちの成長を感じ
る発見の連続でした。
　一緒に過ごすことにより、お互いを気遣い刺激し合い
理解を深めていく様子を実感できる１年でした。
　子どもも高齢者も、障害があっても無くても、みんな
で一緒に楽しく過ごす、住み慣れた街で安心して継続的
に過ごす、そんな暮らしの一助になっていけるような施
設づくりをこれからも目指していきたいと思っています。

子どもからお年寄りまで、障害の有無に
かかわらず誰もが一緒に身近な地域で！！

社会福祉法人三浦市社会福祉協議会
共生サービスセンター暖

あったかん

館 館長 高根沢奈津子
　平成30年４月三浦市に「共生サービスセンター暖館」を開設。現在高
齢者デイサービス、障害者デイサービス、児童発達支援事業の３事業を
行っている。その他施設内の空きスペースを市民に開放し地域交流の
場としても活用。福祉避難所としても指定を受けている。
＜連絡先＞〒238‒0225　三浦市三崎町小網代1369-1　☎046-881-7770

日本国内でのボランティア活動中のケガや賠償責任を補償!!

全国200万人
加入!!

この保険は、全国社会福祉協議会が損害保険会社と一括して締結する団体契約です。

社会福祉法人全国社会福祉協議会団体契約者

ボランティア行事用保険ボランティア行事用保険ボランティア行事用保険 福祉サービス総合補福祉サービス総合補償償福祉サービス総合補償送 迎 サ ービス 補送 迎 サ ービス 補 償償送 迎 サ ービス 補 償

ボランティア活動保険ボランティア活動保険ボランティア活動保険
http://www.fukushihoken.co.jp
ふくしの保険 検索

〒100‒0013 東京都千代田区霞が関３丁目３番２号 新霞が関ビル１７Ｆ
ＴＥＬ：０３（３５８１）４６６７　ＦＡＸ：０３（３５８１）４７６３
営業時間：平日の 9:30～17:30（12/29～1/3 を除きます。）

取扱代理店 株式会社福祉保険サービス

平成30年度

保険金額保険金額 年間保険料（１名あたり）年間保険料（１名あたり）

ケ
ガ
の
補
償

の
補
償

賠
償
責
任

死亡保険金

Ａプラン Ｂプラン Ａプラン Ｂプラン

1,040万円 1,400万円
1,040万円
（限度額）

1,400万円
（限度額）

6,500円 10,000円

65,000円 100,000円

32,500円 50,000円

5億円（限度額）

（傷害保険、国内旅行傷害保険特約付傷害保険、賠償責任保険） （傷害保険） （傷害保険、賠償責任保険、約定履行費用保険（オプション））

後遺障害保険金

入院保険金日額

特定感染症の補償

4,000円 6,000円通院保険金日額

300万円（限度額）

上記後遺障害、入院、通院の　
各補償金額（保険金額）に同じ

葬祭費用保険金
（特定感染症）

賠償責任保険金
（対人・対物共通）

入院中の手術

外来の手術
手術
保険金

350円 510円

500円 710円

基本タイプ

天災タイプ（※）
（基本タイプ＋地震・噴火・津波）

（※）天災タイプでは、天災（地震、噴火ま
　　たは津波）に起因する被保険者自身
　　のケガを補償しますが（天災危険担保
　　特約条項）、賠償責任の補償につい
　　ては、天災に起因する場合は対象に
　　なりません。

保険金をお支払いする主な例保険金をお支払いする主な例

保険金の種類
プラン

タイプ
プラン

●このご案内は概要を説明したものです。お申込み、詳しい内容のお問い合わせは、あなたの地域の社会福祉協議会へ●

損害保険ジャパン日本興亜株式会社 医療・福祉開発部 第二課
ＴＥＬ：０３（３３４９）５１３７
受付時間：平日の9:00～17:00（土日・祝日、12/31～1/3を除きます。）

〈SJNK17-16970　2018.1.9 作成〉

〈引受幹事
保険会社〉
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石
井
さ
ん
か
ら
は
、
救
護
施
設
に
求

め
ら
れ
る
生
活
、
居
住
、
就
労
な
ど
広

範
囲
に
対
応
で
き
る
専
門
性
や
貧
困
ビ

ジ
ネ
ス
等
の
社
会
問
題
へ
の
取
り
組

み
、
戸
髙
さ
ん
か
ら
は「
老
い
」を
受
け

入
れ
る
精
神
障
害
者
へ
の
支
援
者
と
し

て
の
姿
勢
や
制
度
運
用
上
の
課
題
、
酒

匂
12
区
き
ず
な
チ
ー
ム
か
ら
は
日
常
生

活
上
の
困
り

ご
と
を
住
民

同
士
で
支
え

合
う
取
り
組

み
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

三
者
三
様
の
現
場
か
ら
の
報
告
の
中

で
共
通
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
誰
も
が

必
要
と
す
る「
住
ま
い
」と
、
や
が
て
訪

れ
る
「
高
齢（
化
）」。
県
立
保
健
福
祉
大

学
教
授
で
本
会
政
策
提
言
委
員
会
副
委

員
長
の
臼
井
正
樹
さ
ん
は
「
住
ま
い
が

あ
り
、
元
気
な
間
は
人
と
の
関
係
性
、

社
会
と
の
つ
な
が
り
は
自
然
に
賄
え

る
。
年
齢
と
共
に
つ
な
が
り
を
持
ち
づ

ら
く
な
っ
た
時
ど
う
す
る
の
か
。
そ
れ

ら
の
再
構
築
こ
そ
が
福
祉
の
重
要
な
役

割
」
と
結
び
、
来
年
度
の
政
策
提
言
活

動
へ
つ
な
げ
ま
し
た
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

（
福
）リ
デ
ル
ラ
イ
ト
ホ
ー
ム
・
ノ
ッ
ト

ホ
ー
ム（
介
護
老
人
福
祉
施
設
・
熊
本

市
）施
設
長
の
吉
井
壮
馬
さ
ん
か
ら
被

災
後
の
対
応
や
、
全
社
協
法
人
振
興
部

の
岡
﨑
貴
志
さ
ん
か
ら
介
護
職
員
等
応

援
派
遣
状
況
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
だ

き
、
被
災
地
支
援
の
経
験
豊
富
な
Ｎ
ｕ

ｋ
ｉ
ｉ
ｔ
ｏ
代
表
の
髙
山
弘
毅
さ
ん
か

ら
支
援
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
お
話

い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

演
習
で
は
、

Ｐ
ｗ
Ｃ
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ（
合

同
）の
東と

う

海か
い

林り
ん

崇
さ
ん
か
ら
、

災
害
時
に
発
生

す
る
地
域
課
題
、

災
害
時
の
情
報
把
握
、
Ｎ
Ｗ
の
派
遣
調

整
本
部
設
置
訓
練
に
つ
い
て
ご
指
導
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

本
会
は
参
加
者
の
「
平
常
時
か
ら
の

備
え
や
地
域
・
団
体
等
と
の
連
携
が
非

常
に
重
要
で
あ
る
と
実
感
し
た
」
等
の

ご
意
見
を
踏
ま
え
、
今
後
も
か
な
が
わ

災
害
福
祉
広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
修
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

 

（
総
務
企
画
部
）

　

本
会
で
は
、
社
会
福
祉
制
度
・
施
策

の
充
実
に
向
け
て
、
社
会
全
体
へ
広
く

福
祉
課
題
を
発
信
す
る
政
策
提
言
活
動

を
平
成
23
年
か
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
活
動
の
一
環
と
し
て
、
２
月
４
日
に

課
題
共
有
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
神
奈
川
県

民
ホ
ー
ル（
横
浜
市
中
区
）で
開
催
。
社

会
福
祉
法
人
・
施
設
、
民
生
委
員
児
童

委
員
、
市
区
町
村
社
協
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
学

生
、
行
政
関
係
者
な
ど
多
様
な
立
場
か

ら
70
名
を
超
え
る
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

救
護
施
設
岡
野
福
祉
会
館
施
設
長
の
石

井
謙
次
さ
ん
、
神
奈
川
県
精
神
障
害
者

地
域
生
活
支
援
団
体
連
合
会
理
事
長
の

戸
髙
洋
充
さ
ん
、
小
田
原
市
の
酒
匂
12

区
き
ず
な
チ
ー
ム
か
ら
酒
匂
12
区
自
治

会
長
の
深
田
脩
敬
さ
ん
、
同
区
民
生
委

員
児
童
委
員
の
五
十
嵐
尚
美
さ
ん
と
海

野
み
ど
り
さ
ん
が
登
壇
。

　

大
規
模
災
害
時
、
被
災
市
町
村
で

は
、
膨
大
な
量
の
災
害
対
応
や
マ
ン
パ

ワ
ー
の
不
足
等
か
ら
福
祉
的
支
援
の
調

整
が
困
難
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
県
で
は
、
関
係
団
体

等
と
協
働
し
、
災
害
時
に
高
齢
者
や
障

害
者
な
ど
配
慮
を
必
要
と
す
る
方
々
を

支
援
す
る
た
め
「
か
な
が
わ
災
害
福
祉

広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
以
下
、
Ｎ

Ｗ
）」
を
設
置
し
て
お
り
、
本
年
３
月
時

点
で
、
本
会
を
含
め
、
11
団
体
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、
平
常
時
に
お
け
る
Ｎ
Ｗ

の
取
り
組
み
で
あ
る
人
材
育
成
の
一
環

と
し
て
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
県
か

ら
委
託
を
受
け
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

研
修
は
、
本
会
の
経
営
者
部
会
・
施

設
部
会
研
修
と
の
合
同
開
催
と
し
た
講

演（
昨
年
12
月
17
日
開
催
）と
、
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
中

心
と
し
た
演
習

（
本
年
１
・
２
月

開
催
）に
分
け

て
実
施
し
ま
し

た
。

　

講
演
で
は
、

平
成
28
年
の
熊

本
地
震
を
例
に
、

福
祉
課
題
の
分
野
横
断
的
な
共
有
を
目
指
し
て

―
地
域
福
祉
推
進
の
た
め
の
課
題
共
有
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催

大
規
模
災
害
発
生
時
の
福
祉
的
支
援
と
は

―
か
な
が
わ
災
害
福
祉
広
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
修
開
催

講師の実体験を踏まえた講演

写真上：石井さん（左）、戸髙さん
（右）、写真下：深田さん（左）、五
十嵐さん（中央）、海野さん（右）

演習でのグループ発表

総評する臼井さん
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県信用金庫協会▽オール・レンタル
（株）▽（一社）神奈川県指定自動車教
習所協会▽（株）タックルベリー▽あ
いおいニッセイ同和損害保険（株）横
浜支店▽第百ゼネラル（株）ホテル横
浜キャメロットジャパン▽（株）柏苑
社▽吾妻印刷（株）
【部会事業協力者】各種招待行事・寄
附等、本会施設部会事業にご協力い
ただきました企業・団体等
▽諸磯ヨットオーナーズクラブ▽三
菱UFJモルガン・スタンレーPB証
券（株）▽（公財）横浜市芸術文化振興
財団横浜能楽堂▽KCJ GROUP
（株）▽横濱フォーティーズ野球倶楽
部▽全国共済神奈川県生活協同組合
▽横浜市ソフトボール協会▽横浜こ
ども専門学校▽（公財）資生堂社会福
祉事業団▽（公財）ポーラ美術振興財
団ポーラ美術館▽横浜西口ロータ
リークラブ▽横浜戸塚西ロータリー
クラブ▽神奈川県民共済生活協同組
合▽（公財）神奈川新聞厚生文化事業
団▽（福）テレビ朝日福祉文化事業団
▽（株）横浜銀行▽MS＆ADインシュ
アランスグループホールディングス
（株）▽（一社）日本プロサッカー選手
会▽（一社）神奈川県養豚協会▽（株）
シュガーレディー▽（株）カレンズ▽
（公社）日本プロサッカーリーグ
（Jリーグ）▽国際フード製菓専門学
校▽（株）京急油壺マリンパーク▽三
菱商事（株）社会貢献チーム▽ジョン
ソン（株）▽（一社）日本アイスクリー
ム協会関東アイスクリーム協会▽
（公財）報知社会福祉事業団▽神奈川
昭和会▽神奈川鑑賞魚親睦会▽神奈
川県遊技場協同組合・神奈川県福祉
事業協会▽神奈川県労働者福祉協議
会▽（株）横浜DeNAベイスターズ
▽日本農産工業（株）▽（株）三菱UFJ
銀行▽（特非）日産労連NPOセン
ター「ゆうらいふ21」▽神奈川トヨ
タ自動車（株）▽オールジャパン・プ
ロレスリング（株）▽プロレスリン
グ・ヒートアップ（株）▽（株）ツルハ
ホールディングス▽クラシエホール
ディングス（株）▽（一社）神奈川県自
動車会議所
 （いずれも順不同、敬称略）

寄附金品ありがとうございました
【一般寄附金】広瀬公子

【交通遺児援護基金】神奈川県石油
業協同組合、明治大学校友会横浜
地域支部、（株）エスホケン、藤尾
はるみ、アトミクス（株）

【子ども福祉基金】明治大学校友会
横浜地域支部、（株）エスホケン

【ともしび基金】（有）日栄浴場、（福）
日本医療伝道会総合病院衣笠病
院、（公社）全日本不動産協会神奈
川県本部、ともしびショップ青い
鳥、（一社）生命保険協会神奈川県
協会、脇隆志、県立大和南高等学
校、明徳湯、明治大学校友会横浜
地域支部
 （合計17件　679,224円）
【寄附物品】山下みゆき、神奈川県重
症心身障害児者を守る会、大妻同
窓会神奈川、吉田一海

【ライフサポート事業】
　〈寄附物品〉（N）セカンドハーベス
ト・ジャパン、（福）みなと舎
 （合計3件）
　　　　（いずれも順不同、敬称略）

ボランティアセンター
休館日のご案内

　システムメンテナンス及び館内整
備の実施に伴い、以下の日程で休館
とします。
　ご理解の程、よろしくお願い申し
上げます。
◇休館日＝4月30日（火）、5月1日
（水）、2日（木）
　※休館日中は12階ボランティア
コーナー・フリースペース、12階
及び15階セルフヘルプ相談室は利
用出来ません。またボランティア
保険の加入受付も出来ません
◇問合先＝地域福祉推進担当（かな
がわボランティアセンター）
　☎045－312－4815

2019年４月以降
会議室等の貸出が終了します

　建物の老朽化に伴う耐震性の課題
等を踏まえ、神奈川県社会福祉会館
の会議室・研修室・講堂の一般貸出
を終了します。詳細は、本会ホーム
ページをご参照ください。
　ご理解の程、お願い申し上げます。
◇問合先＝総務企画部
　☎045－311－1422
　URL http://www.knsyk.jp/

会員・関係機関主催

川崎授産学園主催イベント
【音楽交流サロン「奏」】

◇日時＝4月25日（木）午後1時45分～
午後3時
◇会場＝川崎授産学園ロビー（川崎
市麻生区細山1209）
◇内容＝①誰でも参加可能な合唱②
出演者によるコンサート③市民企
画の発表会④課題曲「Sing」の完
成を目指し、皆で歌います
◇費用＝参加費無料。お菓子と飲み
物を各100円で販売
◇申込方法＝申込不要。団体での参
加のみ事前連絡
【よりそい地域おこし講座
～誰でもコーラス講座～】

◇日時＝5月9日（木）、23日（木）、6月
13日（木）、27日（木）　いずれも午
前10時～正午、最終日のみ午前10
時～午後3時
◇会場＝川崎授産学園研修室
◇内容＝①渡辺麻衣氏（ソプラノ
ヴォーカリスト）によるコーラス
指導②最終日は音楽交流サロン奏
の市民企画に出演
◇費用＝参加費無料。最終日の昼食
は持参。学園内にも軽食あり
◇申込方法＝5月7日（火）までに☎ FAX  
にて申込
◇問合先＝川崎授産学園
　☎044－954－5011 FAX 044－954－6463
　Mail info@seiwa-gakuen.jp

本会への応援に感謝いたします
【賛助会員】本会事業の趣旨に賛同
し、ご入会いただきました企業・団
体等
▽（株）アレーテー▽大栄電子（株）▽
名鉄観光サービス（株）横浜支店▽
（株）あんざい▽（有）横浜綜合印刷▽
（株）八雲堂▽東宝防災（株）▽（株）神
奈川機関紙印刷所▽（株）ホテル、
ニューグランド▽（株）柴橋商会▽八
木時雄税理士事務所▽（株）安江設計
研究所▽（株）ねずらむ▽（株）石井商
事▽共和興業（株）▽（一社）生命保険
協会神奈川県協会▽湘南信用金庫▽
富士産業（株）▽（有）ナカマル商会▽
（特非）ワーカーズ・コレクティブ想
▽（株）トシダ▽（株）トミヤ▽神奈川
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ご意見・ご感想をお待ちしています！

かながわ
情報ほほっとっと

バックナンバーはHPから
検索 神奈川県社協

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
成
苑
で

は
、
利
用
者
を
ゲ
ス
ト
と
呼
び
「
お
客

さ
ま
」
と
し
て
接
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
の
開
所
当
初
か
ら
の
方
針
で
犬

の
い
る
施
設
を
つ
く
り
た
い
と
し
、
ラ

ブ
ラ
ド
ー
ル
レ
ト
リ
バ
ー
を
飼
っ
て
い

ま
す
。
中
庭
は
開
放
的
な
空
間
に
な
っ

て
お
り
、
犬
た
ち
が
利
用
者
、
職
員
に

癒
し
を
届
け
て
い
ま
す
。

　

施
設
長
の
平
本
千
恵
子
さ
ん
は
「
利

用
者
本
位
、
人
と
し
て
の
権
利
擁
護
を

愛
成
苑
で
は
理
念
と
し
て
大
切
に
し
て

い
ま
す
」
と
語
り
ま
す
。

　

そ
の
理
念
の
も
と
で
、
実
施
し
て
い

る
看
取
り
ケ
ア
。
ゲ
ス
ト
に
寄
り
添
っ

た
ケ
ア
を
実
施
す
る
た
め
に
ど
ん
な
こ

と
を
行
っ
て
い
る
の
か
。
第
17
回
か
な

が
わ
高
齢
者
福
祉
研
究
大
会
で
優
秀
賞

を
受
賞
し
た
研
究
発
表
で
は
、
そ
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

愛
成
苑
の
介
護
職
員
、
天て

ん

神じ
ん

貴
仁
さ

ん
は
普
段
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
「
そ

の
人
ら
し
く
人
生
を
全
う
で
き
る
よ
う

尊
重
し
た
日
頃
の
ケ
ア
を
心
が
け
て
い

ま
す
。
バ
イ
タ
ル
チ
ェ
ッ
ク
も
数
値
だ

け
に
捉
わ
れ
ず
表
情
を
よ
く
見
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

同
じ
く
介
護
職
員
の
狐

き
つ
ね

塚づ
か

江
里
未
さ

ん
は
、
お
酒
の
好
き
な
ゲ
ス
ト
の
看
取

り
ケ
ア
を
担
当
。
口
腔
ケ
ア
時
に
は
、

ゲ
ス
ト
が
好
き
な
ブ
ラ
ン
デ
ー
を
湿
ら

せ
た
も
の
を
口
に
含
ま
せ
る
ケ
ア
を

行
っ
た
と
言
い
ま
す
。
時
に
は
、
ゲ
ス

ト
に
呼
ば
れ
て
ミ
ニ
飲
み
会
に
参
加
す

る
な
ど
、
ゲ
ス
ト
の
や
り
た
い
こ
と
に

寄
り
添
え
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

看
取
ら
れ
た
ゲ
ス
ト
の
中
に
は
、
家

族
の
意
向
に
よ
り
、
施
設
の
一
室
で
葬

そ
の
人
ら
し
い
生
活
で
最
期
を
む
か
え
る
た
め
に

 

（
福
）愛
成
会
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
愛
成
苑（
横
浜
市
瀬
谷
区
）

儀
が
執
り
行
わ
れ
た
方
も
い
ま
す
。
ゲ

ス
ト
本
人
だ
け
で
な
く
、
ゲ
ス
ト
の
家

族
も
納
得
で
き
る
よ
う
な
ケ
ア
も
、
心

が
け
て
い
る
こ
と
の
ひ
と
つ
で
す
。

　

看
取
り
ケ
ア
を
開
始
し
て
２
年
。
そ

れ
ま
で
に
17
名
の
ゲ
ス
ト
を
看
取
り
ま

し
た
が
、
ま
だ
未
経
験
の
職
員
や
経
験

が
浅
い
た
め
に
不
安
に
な
っ
て
し
ま
う

職
員
も
い
ま
す
。
ま
た
、「
死
」
に
対
し

て
ど
う
向
き
合
え
ば
い
い
の
か
分
か
ら

な
い
職
員
も
い
る
た
め
、
施
設
で
は
、

近
隣
の
寺
院
の
住
職
や
牧
師
の
方
を
講

師
と
し
て
お
招
き
し
、
学
ぶ
機
会
を
設

け
て
い
ま
す
。
Ｅ
Ｐ
Ａ
で
従
事
し
て
い

る
職
員
に
向
け
て
は
、
看
取
り
の
あ
り

方
を
わ
か
り
や
す
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
し

て
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
天
神
さ
ん
は
「
ゲ
ス

ト
が
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
愛
成
苑
で

送
れ
る
よ
う
に
支
援
を
続
け
た
い
」
と

述
べ
、
狐
塚
さ
ん
は
「
看
取
り
ケ
ア
の

正
解
は
わ
か
ら
な
い
で
す
が
、
ゲ
ス
ト

が
自
宅
で
で
き
た
こ
と
を
愛
成
苑
で
も

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
当
た

り
前
の
こ
と
を
自
然
に
や
っ
て
ほ
し
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

　

平
本
さ
ん
を
は
じ
め
介
護
職
員
の

方
々
か
ら
は
、
常
に
ゲ
ス
ト
へ
の
温
か

い
ま
な
ざ
し
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

愛成苑の理念について想いを語
る平本さん

「思いって、表情からも感じとれ
るんです」と天神さん

「愛成苑を自宅のように思って欲
しい」と狐塚さん

法テラス神奈川
☎050-3383-5360
〒231-0023
横浜市中区山下町2
産業貿易センタービル
10階

　法テラス川崎
☎050-3383-5366
〒210-0007
川崎市川崎区駅前本町
11-1
パシフィックマークス川崎
ビル10階

〒250-0012

法テラス小田原
☎050-3383-5370

小田原市本町1-4-7
朝日生命小田原ビル5階

借金・離婚・相続・労働問題・犯罪被害…

こんなとき、
まずは法テラスへ

法的トラブルは、適切な機関や専門

家に相談するのが解決への近道。

まずはお気軽に法テラスへお電話く

ださい。

内容に応じて、ご利用いただける法

制度や相談窓口をご案内します。 受付時間【共通】　平日９：００～１７：００
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